大温室

はままつフラワーパークの正面ゲートと、（音楽に合わせて水が踊る「大噴水ショー」が行われる）噴水池を通り過ぎるとすぐに、大きな温室があります。「クリスタルパレス」という愛称がついているこの大温室は、巨大なクリスタル（水晶）のように見えます。その内部には世界中から集めた珍しく興味深い実にさまざまな植物が収められています。

大温室の中央はガーデンシアターで、丹精されたさまざまな季節の花が展示されています。この展示は1年に5～6回変わります。このスペースには小さなカフェもあり、クリスマスのイルミネーションの時期には注目のスポットとなります。

ガーデンシアターの先はバリガーデンです。ここでは色鮮やかな熱帯植物を多数、展示しています。展示する花、つる植物、果樹は定期的に変わり、常に珍しい植物を展示しています。例えばタッカ属の一種ブラックキャットは、垂れ下がる長い「ひげ」をつけた黒い花が咲く、世界で唯一の品種です。

大温室の最後のエリアはメキシカンガーデンです。多肉植物、サボテン、砂漠の野生の花に溢れるメキシカンガーデンは、乾燥した砂地に生育する数々の植物からなる小宇宙です。

